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2016-17 RI テーマ                                         2016-17 地区スローガン 

 

会   長   中 村  栄 一 創   立  1990 年 9 月 12 日 事務局 〒630-8115 

副 会 長   梶 本  真 也 例 会 日  毎週水曜日 18:00～ 奈良市大宮町 2-1-1-205 

幹   事   谷 口  宗 彦 例 会 場  ホテル日航奈良       TEL 0742-30-5511 

会場監督   喜 多  永 治         TEL 0742-35-8831       FAX 0742-30-5512 

 

出席報告  ニコニコ報告 

6 月 22 日 第 1212 回修正  中村栄一会長 奈良東 RC、26 代会長を務めます。皆様のご協力よろしくお願いします。 

会員数 40 人  倉本堯慧君 いよいよ中村丸のスタートです。私も明日は奈良クラブのクラブ協議会です。 

出席免除者数 18 人  海保勝雄君 夏の暑さ並々です。暑さに負けない気力が必要です。頑張って下さい。 

出席義務者数 34 人  北山勘解由君、梶本真也君、谷口宗彦君、川口勝久君、前田隆一君、 

欠席者数 14 人  喜多永治君、西田正秀君、清水毅君、上田洋一君、野崎充亮君、服部彰夫君、 

出席者数 26 人  黒田有紀君、稲田尚紀君、横田保典君、伊東月臣君、浦島睦君、影山大君、 

補填者数 3 人  清水弘志君、泉谷良宏君、八尾俊宏君、中東弘京君、小鍛冶英一君、前田武君 

修正出席者数 29 人  中村会長をはじめ皆様、新しい年度よろしくお願いいたします。 

出席率 85.29％  木平正君 生まれて初めて元林院のお茶屋さんへ行きました。昔の風情が残っていてヨカッタです。 

 

幹事報告 

・会費納入のお願い 

 今年度前期分会費等納入期限が７月８日（金）で

す。 

期限までに納入いただきますよう宜しくお願いしま

す。 

・委員会表 

 最新の委員会表を状差しに入れています。ご自身

の担当をご確認ください。 

・理事会議事録 

 ２０１６年規定審議会にて，理事会議事録を６０日以

内に全会員に開示することに決まりました。 

状差しに入れる方法で皆様に議事録を開示します。 

・８月１０日の例会は，卓話時間６０分，終了が午後７

時３０分の予定です。 

 

  

  奈良東ロータリークラブ 会報 
Nara East Rotary Weekly Bulletin 

通算 1215 回(本年度第 2 回) 

7 月 13 日 本日のプログラム 

 

年間計画発表（２） 

 

本日のソング：千年古都 
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例会報告 

【年間計画発表（１）】 

 

●会長 中村栄一君 

 

RI 会長のテーマ、 

人類に奉仕するロータリー 

大変シンプルな言葉ではありますが、そもそも奉仕

はロータリーの設立当初からの目的であり、ロータリ

ー運動の本質を表しております。 

そして、ロータリーにおける奉仕の意義は、ポー

ル・ハリスが語った以下の言葉に集約されていると会

長は続けます。 

「個人の努力は個々のニーズに向けることができま

す。しかし大勢の努力の結集は、人類の奉仕に捧げ

なければなりません。結集された努力に限界というも

のはありません」 

このようなハリスのロータリーに対する奉仕の期待

を継承し、このような奉仕を行っていく責務がわれわ

れにはあるということで、次年度のテーマが決められ

ました。 

 

次に刀根ガバナーの所信ですが、近年ロータリー

は少しずつ変化の兆しが見え始めてきました。 

アメリカをはじめ、日本、カナダなどで会員数が減

少し始め、またその活動も次第に人道的なボランティ

ア活動が強調されるようになってきました。さらにその

変化に時を合わせるように、会員資格、職業分類制

度、例会の意義と言った初期の基本にまでも大きく変

化してきました。 

元来ロータリーの奉仕理念は、高度な宗教や哲学

から出発したものではなく、人間が本来うまれながら

に心の奥に持っている目に見えない精神、他人に役

立ちたいという心を発掘し、育てていくことなのです。

これがロータリーの生命力、原点です。 

このロータリーの根本理念は変わることがないと思

います、また変えてはいけないものと信じます。 

この様な原点に立って、あるべきロータリーの姿を

見つめ直し、今を刷新する必要があるのではないで

しょうか。 

また（自分がどうありたいのか。どうありうるのか）とい

う未来の可能性が見えて初めて、過去に蓄積された

知識やノウハウは意味を持つようになり、再構築され

ます。組織としては現在の延長線上において未来を

考えるのではなく、将来あるべき姿を思い描き、それ

を実現してゆく全ての行動を指していうものでありま

す。 

私たちはもう一度ロータリーのあるべき姿を思い描

き、夢を語り、未来を見つめ、高い理想をそこに求め、

そこから今を創造する、刷新することが求められてい

ます。 

 テーマ「夢を語り、今を刷新」 

です。 かなり私なりに要約しましたので解りにくいか

もしれませんが、よろしくお願いいたします。 

 

さて、北山直前会長も昨年触れられましたが、佐藤

千尋 PDG はこれからのロータリーを占って三つの道

を挙げられました。第一は古典的な理想論、つまり昔

ながらの古き良き時代に戻ること。 

これは先生と呼ばれる方、地域の有力企業、老舗

の商店主、などの奉仕をする会員が集まるのがロータ

リークラブで、毎週の例会、一業種一人の代表 出席

に対して厳しい、こう言うことがステイタスであったと思

います、戻ることはありません。 

第二の道は、二週間に一度の例会、他の奉仕団

体などとの相互乗り入れや合併。 

ライオンズクラブを指しているかもしれません。 

第三の道は、各地域が自由裁量権を持つ連邦組

織としての RI、世界には１２０万人、３５０００のクラブが

ありますが人頭分担金を払わず取り消しを受けるクラ

ブが年間２００に上ります、一番がインドで年間 100 ク

ラブ次に韓国 25、アメリカが 23 です。驚きです 

国際ロータリーとしては、一つですが、先進国、新

興国、開発途上国、格差があります、大きな目的は一

つですが、各地域が自由裁量権を持つことは不思議

ではありません。 

 

さて、この三つの道の中から一つを選択するのか、

全く新しい道を進むのかと投げかけられておりました

が、私は、1，2，3、の順番に代わっていくような気がし

ます。 

 

すでに、今年度第二の道に踏み込んだ様な決定

がなされました。3 年に 1 度の規定審議会におきまし

て大きな変更がありました。 

 

主立ったものを紹介しておきます、 

１６－１ クラブ理事会の議事録を 60日以内に会員に

開示する 
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１６－６ 標準 RC 定款にロータリークラブの目的を新

設する 

ちなみに、ロータリーの三原則は、ロータリーの目

的。4 つのテスト。行動規範です 

１６－７ クラブ入会金を廃止。 ただし（クラブが自由

に設定できる）とあります。 

１６－２１クラブ例会頻度と出席に関する規定をクラブ

細則で定める 

ただし、最低 1か月に 2回は開催しなければならな

い。 

１６－３０従来型のクラブでもインターネット例会可能、

同時に E クラブも顔を会わす例会も可能。 

要は E クラブも従来のクラブも一緒と言うことです。 

１６－３８会員身分の条件を簡素化。 善良で、高潔

性、リーダーシップを持ち、良い評判を受けた奉仕の

意欲のある人とする、そのた従来の条件はすべて削

除 

 

衝撃的な内容もあります、ただ手続要覧は今年の

年末、もしくは来年になり、その後クラブの定款作成

になりますので、実際の運営は次年度になると思いま

すが、例会規定，等は情報集会にて皆様のご意見を

いただきたいと考えております。 

 

さてマラソンの件ですが、矢野元会長が始められて

4 年、沢山の参加をいただいたと同時に初期の目的

でもあるクラブの活性化は十二分に達成されたと思っ

ております。改めて歴代会長、社会奉仕委員長のご

尽力には敬意を表したいと思います。 

そうした中で，伊東委員長にはあらゆる角度から可

能性を探っていただき、また荻田先生には市に対し

てご尽力をいただきましたが、継続事業は 3 年めど。 

情報集会における皆様のご意見、理事予備会議、

委員長会議、の了解のもと北山年度にて終了の結論

といたしました。 

 

私の会社の近くに刑務所がありますが、入所者の 4

人に一人は知的障碍者と言われております 

また路上生活者の半分もそうであります、経済の道

徳論で正義の徳が（機会の平等）を求めるならば，喜

行の徳は結果の平等です。中立的な第三者である

（公平な観察者）が競争で不利益を被った人、ハンデ

のある人に共感し苦難を軽減しようとするとき，善行の

出番です。あのビルゲイツもポリオも多額の寄付をさ

れていますが、多くの人は善行する資産もなく見て見

ぬふりになります。 

私たちは，奉仕をする者の集まりとしてロータリーに

参加し、奉仕をする機会に恵まれております。 

今年度は、服部プロジェクト委員長，伊東社会奉

仕委員長の元、出来うるならば、社会的弱者といわれ

る皆さんの少しでもお役に立てる事業を考えていただ

きたいと思います。 

 

さて奈良東ロータリークラブは、職業倫理を重視し

四つのテストの実践を心がける、そしてクラブで決め

た奉仕事業を推進すると同時に親睦が第一のクラブ

です。 

私自身もそうですが会員の多くも居心地の良いクラ

ブと考えておられると思います。しかしながらクラブも

25 年を過ぎると現実には、会員の高齢化、出席免除

者の増加、会員の減少、事業の停滞、活力の低下、

運営資金の欠如等、色々な問題が明らかに、しかし

ながら目に見えることなく少しずつ進んでおります。ク

ラブで長年行ってきたことが良い悪いを別にしてクラ

ブの常識になる、今まで道理で良いと考えてしまうと

発展はありません、まずはクラブの事業、親睦活動を

今すぐ改めることが出来なくても、疑問を持って考え

る、そこから新しい奉仕事業、親睦活動を生み出した

いと思います。 

その為の手掛かりは、委員会にあると思います、事

業は委員長 1 人でも簡単に出来てしまうかもしれませ

んが委員会の開催によって、アイデア、意見を頂く事

が大事です、そして既に多くの委員会の開催をいた

だいております、また私からこうしてくださいはありませ

んので、委員会で考え理事会に上げて、実行を宜し

くお願い致します。 

最後に私たちのクラブがどの様に在るべきかを真

剣に考えなければならない時期に来ています、自分

たちのクラブは自分自身で変革し、発展さす努力が

必要と思います。 

 

●副会長 梶本真也君 

 

 
 手続要覧によると、会長不在の場合は本クラブの会

合及び理事会の会合において議長を務め、その他

通常その職に付随する任務を行うことをもって副会長

の任務とする。とあります。 

 中村会長の想いを、スムーズにまたメンバー一丸と

なり実現するために尽力する所存でございます。会

長、幹事との連絡を密にし、その職責を果たすことが
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できますよう、全力を尽くして頑張る所存でございま

す。 

 前任者同様、皆様方のより一層のご支援とご協力の

程お願い申し上げます。 

 次週には、クラブ管理常任委員長の年間計画発表

を予定していますのでよろしくお願いいたします。 

 

●幹事 谷口宗彦君 

 

 
本年度、中村会長の下、幹事を仰せつかりました

谷口宗彦です。 

私は、入会直後から中村会長の誠実で真面目な

お人柄に惹かれ、「もし幹事を務めるなら、中村さん

が会長の時だと嬉しいな」とずっと思っていました。で

すので、昨年１１月に中村会長から幹事を依頼された

時には、「入会歴の浅い私で務まるのだろうか」という

思いが一瞬頭をよぎりましたが、「はい」と即答したこと

を記憶しています。当初は次々年度（２０１７－２０１８

年度）の幹事を引き受けたのですが、諸事情により、

今年２月末、中村さんとコンビで会長・幹事ともに１年

繰り上がることとなり、中村会長、梶本副会長と急いで

今年度の組織作り等をしました。 

歴代幹事を見ていて、幹事の大変さを理解してい

たつもりですが、いざ自分が幹事エレクトとなると、想

像以上に様々なことを担い、「大変な役職を引き受け

てしまったな」と痛感しています。理事を１度しか経験

せず、ロータリーに対する理解が不十分なまま幹事を

引き受けましたので、皆様は多々ご迷惑をおかけす

ると思いますし、既にご迷惑をおかけしていることと思

います。精一杯、務めさせていただきますので、温か

く見守り、また、サポートしてください。 

幹事就任前から、諸先輩から色々なアドバイスを頂

戴しました。私にとって非常にありがたいアドバイスば

かりでした。そのアドバイスを胸に、中村会長、理事役

員の皆さん、各委員長の皆様や諸先輩方の指示を

仰ぎながら、先頭に立って中村会長の思いを実現し、

この中村年度を盛り上げていく所存です。とはいえ、

クラブ運営や事業は会員皆様のご指導ご協力がなけ

れば成し得ませんので、何卒ご協力よろしくお願しま

す。 

皆様お気付きでしょうが、今年度から例会の進行

役が幹事に戻りました。例会の進行に関して皆様に

お願いがあります。例会時間の割り振り等のこともあり

ますので、委員会報告がある場合には、例会が始ま

るまでに幹事にお伝えください。どうぞ宜しくお願いし

ます。 

そして、会員数が徐々に減少し、ついに４０人を切

ってしまい、危機感を抱いています。勧誘したい方が

おられる場合には、すぐに中村会長、野崎会員増強

委員長や私にお声がけください。 

また、会員数が減少し始めたからこそ、クラブ内の

結束を図り、会員相互間の親睦を深め、我が奈良東

ロータリークラブを活性化させる必要があります。その

ためにも、まずは例会にご出席ください。そして、委

員会を活発に開いていただき、クラブを活性化するた

めのアイデアをいただければと思います。委員会で

検討し、理事会に挙げ、各事業をクラブ全体で実行

していきましょう。 

不安しかありませんが、精一杯務めさせていただき

ますので、皆さんのご指導よろしくお願いします。 

 

●会計 横田保典君 

 

 
本年度、会計を仰せつかりました、横田です。会計

は 12 年前にしたことはあるのですが、ほとんど覚えて

おりません。何もわからない白紙の状態ですが、諸先

輩の教えを受けて、一年間がんばっていきたいと思っ

ております。 

クラブ細則によりますと、会計の任務は、「すべての

資金を管理保管し、毎年１回およびその他理事会の

要求あるごとにその説明を行う」とあります。当然のこ

とではありますが、適性に会計処理を行なってまいる

所存です。今、始まったばかりではありますが、本心

を言えば、早く次年度の会計に引き継ぎたいという気

持ちで一杯ですが、来年の 6月末日に無事に決算が

できますように、尽力したいと思っております。 

ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 
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●会場監督 喜多永治君 

 

 
会場監督の喜多で御座います。副委員長は川口

君の構成で御座います。 

 

ロータリーにおける SAA は、クラブ例会その他の会

合において、気品と風紀を守り、会合がその目的を発

揮できるよう設営し、監督する責任があります。 つま

り、例会場において最高の権限をもつクラブ役員のと

の事です。 

 このように、例会場の管理権者であることから、会長

経験者およびロータリアンとして経験が深い会員の中

から任命されることが望ましいとされています 

その中で私が任命されたことは非常に光栄であるとと

もに不安も御座います。 

 

基本会場監督の役目として 

◎ 例会場の入場、退場許可 

◎ 早退、遅刻の承認や拒否 

◎ 私語に対する警告 

◎ 卓話の時間励行 

◎ その他、例会場の秩序を乱す行為に対する警告

と退場命令 

◎ 例会場の設営 

◎ 親睦活動委員会と協力してゲスト、ビジターを温

かく迎える 

◎ また自主的に禁煙とし、携帯電話の使用も自粛

する 

◎ 食事の献立、の手配 

 

食事は出来るだけ人数分を用意したいと思いま

す。 

例会欠席予定が有る時は必ず事務局への報告お

願い致します。少しでもいらない食事を減らし節約へ

と結び付けたいと思います。 

最後に、例会は秩序、品格をもって、例会の目的

は一つは親睦、交流でもう一つは奉仕の理想に向か

っての自己研（サン）鑽の場であると聞きます、しかし、

これでは堅苦しいので個人的には皆で集まる、楽し

い雰囲気がないと長続きしないと思います。 

例会の中で重要なのは会長の挨拶と卓話です、会

長挨拶はロータリアンのためになる話、また個人の勉

強となる楽しい卓話の話を聞く為の会場作りを行いま

す。 

皆様宜しくお願い致します。 

 

**************例会風景************** 

 

 
 

 
 

 
7 月お誕生日の皆様、おめでとうございます！ 

清水 弘志君 昭和 8 年 7 月 22 日生 

泉谷 良宏君 昭和 22 年 7 月 15 日生 

横田 保典君 昭和 32 年 7 月 28 日生 

岩本 金悟君 昭和 35 年 7 月 18 日生 

谷口 宗彦君 昭和 51 年 7 月 29 日生 
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●奈良新聞社を表敬訪問しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●奈良テレビを表敬訪問しました。 

 

代表取締役社長 辻本俊秀様（中央） 

報道制作局長  小森良二様（右奥）と共に 

 

 

 

 

 

●第 1 回理事会が開催されました。 

 

 

 

 


